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歳43参政党公約2024 3つの決意と7つの行動

比 例 も 参 政 党 へ

日本をなめるな！

1981年生まれ、長崎県波佐見町出身。大村在住、３人の子育て中。長崎日本大
学高等学校、長崎大学教育学部を卒業し、長崎県内の公立小学校や特別支援
学校で19年間勤務。公教育の限界を感じ2023年3月に退職。4月にオルタナティ
ブスクール「にじの木」を立ち上げ、子供たちを笑顔にする活動に邁進している。
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決意 2 失われる日本の
食と健康を護り抜く。

行動 3

行動4

輸入依存から脱却し
食料危機への備えを強化。

ワクチン薬害問題を
党をあげて追究し、
被害救済申請の負担軽減と
審査の迅速化。 

決意3 壊される日本の教育と
国家アイデンティティを護り抜く。 

行動 5
行動 6
行動 7

日本の国柄と国益を守る
国家アイデンティティの確立。 
若者が未来の社会を動かす国へ。
16歳からの投票権。 
自民党の憲法改正案に反対し、
国民自らが憲法を創る「創憲」を推進。

決意 1
行動 1

奪われる日本の
国土と富を護り抜く。

積極財政と減税による経済成長で
失われた30年に終止符を打つ。

行動 2
外国資本による日本の買収と
過度な移民受け入れに
歯止めをかける。 

特設サイトで
公約をチェック！

上がる物価と税金、上がらない給料と気分。もう先進国と名乗れない経済の低迷。世界に誇るべき技術力を持つ日本中小企業の衰退。
自分たちの利益と保身にしか興味がない政治家の劣化。真実を報道しないマスコミ。止まらぬ少子化、消えゆく地方。輸入頼みの日本の食卓。
後回しにされる環境保護。解決しないエネルギー問題。いじめや自殺が絶えない学校や会社。子供も大人もどんどん生きにくくなる社会。

こうした日本の弱体化を待っていたかのように、土地もインフラも企業も外国資本に買われ、大量の移民が流入する。
このままでは日本が日本でなくなる。もう見過ごしてなんていられない。私たちはまだやれる。日本の未来を諦めない。


